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会  議  録 

会 議 名 平成２３年度第６回社会教育委員の会議（三者合同会議） 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 平成２３年１１月２５日（金）午後２時から午後３時半 

開 催 場 所 市役所第二庁舎８階 ８０１会議室 

出 席 委 員 

（公運審委員） 佐々木委員長 藤井副委員長 山田委員 小島

委員 立川委員 大津委員 亘理委員 神島委員 宮澤委員 

（社会教育委員） 本川議長 伊藤副議長 松田委員 佐野委員 

樹委員 本多委員 倉持委員 小林委員 中村委員 

（図書館協議会委員） 松尾委員長 江端委員 小林委員 櫻井

委員 大森委員 坂井委員 ※図協委員の小林委員は社教委員か

らの出向のため、同一人物 

欠 席 委 員 
（公運審委員） 佐野委員 （社教委の会議） 田尻委員 

（図書館協議会委員） 中川委員 荒井委員 根本委員 浦野委員 

事 務 局 員 

天野生涯学習部長 尾崎生涯学習課長 図書館長 スポーツ振興

担当課長 渡辺事業係長 山崎庶務係長 上石図書館主査 林生

涯学習課主事 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数 ０人 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

会 議 次 第 

１ 本会議趣旨説明 

２ 三者委員の紹介（各委員長） 

３ 報告 

⑴ ２０１１「青少年のための科学の祭典」東京大会ｉｎ小金 

 井への参加について（伊藤社会教育委員の会議委員） 

４ 討議 

⑴ 情報ネットワークについての報告（本川社会教育委員の会議

議長） 

⑵ 質疑応答 

⑶ モデル提案（藤井公民館運営審議会委員） 

５ 配付資料 

 ⑴ 小金井市生涯学習センター創設に向けて（第２５期社会教

育委員の会議まとめ） 

 ⑵ 第３０期小金井市公民館運営審議会活動報告 

 ⑶ 小金井市地域教育会議－市民が提案する設立と運営の方針 

  －（提言）－ 

 ⑷ 各委員名簿 

 ⑸ 「月刊こうみんかん」 １０、１１、１２月号 

 ⑹ 「図書館だより」第２３号 

 ⑺ 市民活動団体リスト関連資料 
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会  議  結  果 

山﨑庶務係長  本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。

開催に先立ちまして、事務局の方から本日の配付物の確認をお願いいた

します。まず、本日いらしている皆さんのお名前が分かるものとして、

三者各委員の名簿３枚、次に各委員の活動内容が分かるものとして、第

２５期社会教育委員の会議のまとめ、「小金井市生涯学習センター創設に

向けて」、「第３０期小金井市公民館運営審議会活動報告」、それから今回

の三者のネットワークの必要性について書かれている関連資料として、

社会教育委員の会議で作成された「小金井市の地域教育会議－市民が提

案する設立と運営の方針(提言)」、各所管課で定期的に発行しているもの

として、公民館発行の「月刊こうみんかん 10,11,12月号」、こららには、

新規の公民館運営審議会委員の自己紹介、今回三者で初めて参加いたし

ました学芸大学で開催された「科学の祭典」の写真入りの記事及び公民

館の利用方法についての説明が掲載されておりましたので、ご参考まで

に配付させていただきました。そして、図書館発行の直近の情報誌「図

館だより」第２３号です。最後に、市民活動団体リスト関連資料です。

もし不足の書類があるようでしたら、事務局にお申し出願います。よろ

しいでしょうか。 

渡辺事業係長  あと１点、訂正ですが、次第４討議の⑴「情報ネットワークについて

の各委員からの報告」は、「各委員からの」の部分を省略くださいますよ

うお願いいたします。 

山﨑庶務係長  それでは、今年度当番であります公民館運営審議会の佐々木委員長の

司会により進行させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

１ 本会議の趣旨説明 

佐々木委員長  定刻になりましたので、三者合同会議をはじめさせていただきます。 

（公運審委員） 三者合同会議は、社会教育、生涯学習に関わる社会教育委員の会議委

員、公民館運営審議会委員、図書館協議会委員の三者が、従来懇談会と

いう形で、共通の課題について議論を重ねてきましたが、よりフォーマ

ルな形で、公式に議論をしようということで、三者合同会議という形に

形態を発展させて、協議を行っているものです。従来から、三者間では、

「情報ネットワーク」の在り方について議論をしてきましたが、これら

の議論は、社会教育委員の会議を中心に先行的になされてきたもので、

そのような問題提起を受けて、公民館運営審議会、図書館協議会ととも

に、議論を進めてきました。しかしながら、それぞれの会議が、それぞ

れの認識でこの問題を捉えているために、「情報ネットワーク」の議論が

どのような背景で登場したのか、その意味は何であるかについての共通

理解を欠いていたために、議論の深まりを欠いていたように思います。

そこで、本日の会議では、社会教育委員の会議の方から「情報ネットワ

ーク」の基礎となった考え方等について、説明をいただき、この問題に

ついて共通認識を持つことを本日の主眼としたいと思います。 

        本日は、各委員の方々が改選直後でもあり、新しい委員の方もおられ

ますので、分からないことについて率直に質問いただくなど、楽な気持

ちで、会議に臨んでいただければと思います。 
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２ 三者委員の紹介 

佐々木委員長  それでは、委員の紹介に移りますが、人数も３０名ほどおりまして、  

（公運審委員) 時間がかかりますので、それぞれの委員長、議長から、名簿に沿って、 

お名前をご紹介いただきたいと思います。それでは公民館運営審議会委 

員からご紹介いたします。（名簿を参照していただきながら、藤井哲彦委 

員、小島敬子委員、山田健二委員、立川明委員、亘理千鶴子委員、大津

智子委員、神島せつ子委員、宮澤もと子委員の８名を紹介。） 

本 川 議 長  社会教育委員の会議委員を紹介します。（同様に、伊藤徳興委員、松 

（社教委員） 田育子委員、佐野郁蔵委員、樹一美委員、本多正子委員、倉持伸江委員、 

小林智恵子委員、中村彰宏委員の８名を紹介。） 

松 尾 委 員  図書館協議会委員を紹介します。（同様に、江端寿子委員、小林智恵 

(図協委員)  子委員、櫻井ゆかり委員、大森直樹委員、坂井悦子委員５名を紹介。） 

       

３ 報告 2011「青少年のための科学の祭典」東京大会 in小金井への参加について 

佐々木委員長  それでは、「青少年のための科学の祭典」に今年初めて三者で参加いた 

（公運審委員）しましたので、これについてご報告いただきたいと思います。 

伊 藤 委 員  三者が「地域のネットワークづくり」に向かって取り組んでいく第一 

（社教委員） 歩として三者合同で出来るワークショップとして「青少年のための科学

の祭典」に合同出展してはどうだろうかということで、２０１１年５月 

の三者懇談会の席上で提案させていただき、各委員会で持ちかえって他 

野委員の方の御意見も聞いた結果、ご賛同いただき、出展するはこびと 

なりました。そのための具体的な進め方については、２０１１年６月１ 

０日に各委員会の出展担当者会議を開催し、ブースの大きさ（スペース）、 

展示内容、申し込み方法、費用補填等々を決めました。 

出展内容については、「月刊こうみんかん」の 11月 1日号を参照いた 

だければ、写真も掲載されているので、様子もお分かりいただけるかと 

思います。開催当日は、図書館、公民館のブースは盛況でした。今年の 

見学者は８００人超、ブースは１２１と年々盛況さを増しています。1 

日で終わるのは誠にもったいないと思います。社会教育委員の会議で出 

展した科学実験キットは、ある小学校から昨年に引き続き貸してほしい 

とお申し出があり、来年３月まで貸出中です。 

藤 井 委 員  私は、今回このイベントに初めて正式に参加しました。大橋前委員長 

(公運審委員) と山田委員が、小中学生向けの科学実験を行い、かなりの参加者を集 

めました。また、教室の壁には、各公民館の小学生向けの講座内容を 

手書きのポスターで案内しました。ご覧になった父母の方々からは、 

「こんな良い講座もあるんですね。知りませんでした。」と関心をし 

めされた声も多数寄せられました。 

山 田 委 員  当日は、委員のみでなく、市内の科学技術高校（旧小金井工業高校） 

（公運審委員）のボランティアの生徒が手伝ってくれ、実験のしくみを子ども達に説明

してくれたりしたので、楽でした。子ども達は楽しんでくれたようです。 

佐々木委員長  ありがとうございました。何か補足がありましたら。 

（公運審委員） 無いようですので、次の議題に移りたいと思います。 

 

４ 討議 

⑴ 情報ネットワークについての報告 



 4  

 

⑵ 質疑応答 

佐々木委員長  それでは、社会教育委員の会議の議長から、「情報ネットワーク」の 

（公運審委員）基礎となった考え方等についてご説明をお願いします。 

本 川 議 長  本日配付されていますこの冊子「小金井市生涯学習支援センター創設 

(社教委員)  にむけて－第２５期社会教育委員の会議のまとめ－」を作成するにあた 

       り、社会教育委員の会議ではこういうことを検討していますということ 

       で、皆さん方の後押しが是非必要ですので、三者で協力した形でまとめ 

       を出したいというふうに、定例会の場では、確か要望として申し上げた 

       と思うのですが、現実には、最後のまとめは、非常にタイトなスケジュ 

       ールの中での作業になりまして、皆さんの定例会にお諮りする時間がな 

かったということで、要望は叶わず、申し訳ないことになっております。 

        次回には、何か少し先に先に進めておくことができるのであれば、是 

       非皆さん方と三者で何かまとめができたらいいなというのが社会教育 

       委員の希望でございます。 

            大変雑駁な感じを受けるかと思うんですけれども、このまとめの中で、 

多くの市民のニーズに応えるためには、横の繋がりの整理、いわゆる情 

報のネットワーク化とそれに伴う拠点構想の実現が是非必要であること 

を述べさせていただいています。 

佐々木委員長  まとめの冊子の中では、地域全体のネットワークの構築を提案してい 

（公運審委員）る話でしたので、そういうふうに射程を広げて、話を聞かせていただけ

ませんでしょうか。 

 生涯学習センターの創設、すみません。私から質問させていただいて

よろしいでしょうか。生涯学習センターの創設に向けてというのと、地

域のネットワークの必要性につながる経過がどうだったのかなという

ことについてご説明いただけますでしょうか。 

本 川 議 長  これは、最終的に、そういうものをまとめ上げたときに、場所がやは 

(社教委員)  りどうしても必要なんだろうということなんです。 ですから、そこま

でいくまでの間のネットワークをどう構築していったらいいんだろうと

いうことは、まだまだ検討中ということでご理解いただければいいと思

っています。 

 箱物というふうに考えていただくと、非常に大きなものになってしま

いますので、なかなか実現は難しい。ただ、場所というふうに考えてい

ただくと、少しわかりやすく、取り組みやすいかなと考えさせていただ

いております。 

佐々木委員長  はい、どうぞ。 

(公運審委員) 

亘 理 委 員  はい。間違っていたら、訂正していただきたいのですが、以前、１０ 

（公運審委員）年ぐらい前、市の教育委員会が、まだ２つに分かれていないときですね。

その頃は、学校教育と生涯教育に分かれたときが、まさに(第２５期社会

教育委員の会議のまとめ２ページ)のセンターの目的①でおっしゃって

いることをするために、今年度から生涯学習部を置きますということで

分かれたと思うんですね。それで、各部に、学校教育部長さんと生涯教

育部長さんが置かれて出発したと思うんです。そして、生涯学習部を置

くに当たっての目的もこのセンターの目的①だったと思います。部長さ

ん、違いますか。 

       （生涯学習部長は、局議出席のため、途中退席にて不在） 
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佐々木委員長  亘理委員さんは、前、教育委員さんもされていたということで、今ま 

(公運審委員) での流れを踏まえてご説明いただけますか。 

本 川 議 長  ちょっとよろしいですか。そうだったんじゃないかというふうには思 

(社教委員)  います。現実に２部署がはっきりあるわけですから。なんですが、ここ

のスポーツ情報はスポーツ振興担当課が持っているし、生涯学習部が持

っている情報というのも、それとは別にたくさんあるんですね。でも、

福祉協議会が持っている情報もたくさんあるし、ＮＰＯ団体が、それぞ

れで持っているところ、それから体育関係の団体が持っている情報、そ

ういうものをたどっていけば行き着くところはあるんですけれども、で

も、市民がここにたどり着きたい、私は何かをしたいんだけれども、ど

こに何がありますかというときに、情報というのが、割合手軽に、アド

バイスをしながらやれる場所というのが、あまりないのではないか、見

えないと。表立って見えないと言ったほうが正確かもしれませんけれど

も、そんなことがありまして、ということでございます。 

佐々木委員長  行政レベルでのネットワークというものにとどまらないですね。 

（公運審委員） 

本 川 議 長  できればですけどね。 

（社教委員） 

佐々木委員長  福祉部門とか、いわゆる家庭教育とか、そういったものも含めた広範 

（公運審委員）囲のネットワークをということですかね。 

本 川 議 長  そういうことを希望はしております。 

（社教委員） 

藤 井 委 員  ちょっといいですか。最終的には、生涯学習支援センターをつくろう 

（公運審委員）という、まず、大目的があるわけですね。これ自体は、急に言ったって、

急にできるわけじゃないと。だから、つくる前に情報ネットワークをつ

くっていこう。それで、平成何年かに生涯学習支援センターがちゃんと

看板つけて、スタッフもちゃんと常駐してできて、そういうときには、

学習支援センターが情報ネットワークをそのまま引き継いで、普通の市

民活動の中で、そのまま継続的にというふうなイメージをしていいんで

すか。 

 それとも、でき上がっても、その情報ネットワークはどんどん、ネッ

トワークとしては成長をやっていくなり、数年前に活動をやめてしまっ

たところは、そこで切っていくなり、そういうふうに考えてもいいわけ

ですか。 

本 川 議 長  結果的にはそうなるんでしょうね。そういうふうなことをする部署な 

（社教委員） り人なりがいないと、これは成り立たないと。情報を集めただけではし

ようがない。 

藤 井 委 員  それはどっちのほうが。支援センターが成り立たないということです 

（公運審委員）か。 

本 川 議 長  いえいえ、そうじゃなくて、場所があって、情報があっても、そうい 

（社教委員） う情報の更新というんですか、そういうものをやれる部署なり、人なり

がいないと、それは継続は難しいだろうと。要するに、古いものがずっ

と、ただ残っているだけなので。 

藤 井 委 員  それはわかりますよ。だから、まず、情報ネットワークはつくってみ 

（公運審委員）ようという段階で、生涯学習支援センターのスタッフの方々が、実際に

その情報ネットワークをつくってという考え。それとも、もっと平たく
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言えば、ＮＰＯでも何でもいいですよ。ああいうところに、要は情報ネ

ットワークを何かつくりましょうよと言って、そこで実際にキーワード

でつくっていただくと。これができて、活動して、ネットワークが市民

の間に根づいていって、これは使えるぞとなった暁というか、そういう

段階で、支援センターをつくるというふうに考えておいてもいいですか。 

本 川 議 長  いや、個人的にはいいと思いますけれども。というのは、先にありき 

（社教委員） だと無理なんですね。今の状態ですと。絶対無理なんです。 

藤 井 委 員  それが無理かどうかは、また別問題にしましょうよ。 

（公運審委員） 

本 川 議 長  いやいや、ちょっと無理なので、この間の三者懇談会のときに、それ 

(社教委員)  ぞれが、例えば公民館が集約していらっしゃるアンケートですか、各団

体へのアンケート、それから図書館が持っていらっしゃるもの。生涯学

習のほうで持っているもののフォームが、みんなそれぞれバラバラでし

たよね。やっぱりそこら辺のところから、一つ精査していけると、必要

なものと、それから、共通で必要な必須事項みたいなものがありますね。

それから、各、特徴のあるものといいますか、そういうものを加えなけ

ればいけないところとか、そんなようなことから始められるといいのか

なということはちょっと思っておりますが、さっきおっしゃった情報を

まとめましょうというのは、この中、「小金井市地域教育会議－市民が提

案する設立と運営への指針（提言）－」にも書いてあるんですが、あま

りも膨大であって、なかなか一遍にはできないことなので、少しずつ、

核が三者であったら、そこの先に、少し関係の皆様もバックボーンを持

っていらっしゃるわけですから、そういうことも必要なものであれば書

いていただいて、情報が提供できるかどうかということを考えていくと

いうことをしていくといいのかなと思います。 

佐々木委員長  よろしいですか。ほか、いかがでしょうか。 

（公運審委員） 

伊 藤 委 員  こういうふうに考えることできませんか、今のお話。いろいろな各部 

（社教委員） 門、いろいろな分野の情報が集まってまいりますね。そうすると、この

集まってきた情報を整理していくというか、分野別に分類していく段階

で、自然発生的に、これはいわゆる文化活動ジャンルの情報だとか、こ

れはスポーツ関係のジャンルの情報だとかというふうに、自然発生的に

色分けができるような状況になるのではないかというふうに想像してい

るわけです。 

 そうしますと、そういったものを、今度は専門的に扱う場所とか人と

かが、当然必要になってくるでしょうと。当然、今度はそういった情報

に対して、一般市民の方々から、いろいろな問い合わせが入ってくると

思うんですね。それに対する相談というか、あるいは思っていることな

どを、例えば、ちょっとこういうことじゃないんでしょうかとか、ある

いは、じゃ、そういうことでしたら、どこどこの、こういう先生がおい

でになるから、そういう先生を紹介しますからご相談してみてください

とかというふうな、そういうふうに自然発生的になっていくんだろうと

いうふうに踏んでいるんです。 

藤 井 委 員  それはどなたがするわけですか。 

（公運審委員） 

伊 藤 委 員  だから、そういう自然発生的になってくると、どうでしょうかと。こ 
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（社教委員） こで初めて、おそらく、おそらくですよ、我々三者の人たちも、それか

ら行政も、ここで、じゃ、やっぱりやらんといかんわいと、小金井はや

ろうよということになると思うんです。 

藤 井 委 員  その対応する人をね。 

（公運審委員） 

伊 藤 委 員  私は、そういうふうに、何ていうのかな、善意にといったらおかしい 

（社教委員） けど、発展的にとらえているんです。自然発生的にそうなってくるはず

だと踏んでいます。回答になっているかどうかわかりませんが。 

藤 井 委 員  わかりました。 

（公運審委員） 

佐々木委員長  どうぞ。 

（公運審委員) 

神 島 委 員  センターの目的と書いてあって、１、２と書いてありますので、この 

（公運審委員）とおり、素直に読んで咀嚼しながら、あとは目的に沿って、我々三者が

どのようにしたらいいかの行動に移るときだと思うんです。それで、建

物をでき上がらせようかとか、どうしようじゃなくて、すぐには、そん

な、何かつくろうといっても無理ですので、お互いに情報交換し合いな

がら、この目的に沿った形で、一歩でも前に動き出す力のもとをつくっ

ていったらいいかなと私は思うんですが、いかがでございましょうか。 

佐々木委員長  うんうんといって、皆さん、うなずいていらっしゃるんですが。セン 

（公運審委員）ターというのは、予算も相当必要とされて、すぐにというふうにはない

ということなので、とりあえずセンターを提言されているんだけれども、

将来的に、それに結びつくにしても、今の我々のキーをどういうふうに

つくっていくかということの関係だというふうに理解していますけれど

も。 

本 川 議 長  なので、それだからこそ、三者の皆さんのお考えをたくさん聞きたい 

(社教委員)  し、伺いたいし、実際にやっていらっしゃる中での不便さとか、便利さ

とかいうようなことも集めていきたいし。というようなことになります

かね。 

 ですから、ステップは幾つかあって、近々のものが三者懇を２回にし、

それから、「科学の祭典」に三者で参加したように、みんなで何かイベン

トでもできたらいいかなと。そういう短期、中期、それから長期、その

先というような形で、とても、この２年間で、私どもの今の任期の２年

間ではできないかもしれないけれども、１ステップ、２ステップは上が

っていけるような有意義な会議になっていくといいなと希望してはござ

います。 

佐々木委員長  平成１９年に社会教育委員の会議の方が提言で出された「小金井市 

（公運審委員）地域教育会議」の冊子を、私も今日こちらに来る直前に、先ほどマクド

ナルドで読んでいたんですけれども、えっ、こんな構想もあったんだと

初めて知ったのですが、ちょっとこの辺についても、社会教育委員の方

に簡単にご紹介していただいてよろしいですか。 

伊 藤 委 員  それを作成した当時の社会教育委員が、現在のメンバーにはおりませ 

（社教委員） ん。 

本 川 議 長  おりませんのと、それから、ちょっとこの計画を読んでしまうと、あ 

（社教委員） まりにも規模が大きくて、今、私どもが考えているところからほど遠い

感じなんですね。ですから、これが最終的に実現できることを念頭に置
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いたスモールステップでいいから現在やっていきたいなというのがあり

ます。そして今、心がけておりますのが、福祉会館の耐震構造でしたか、

市役所の移転とか、それから貫井北町地域センターができるに当たって

の本町公民館の処遇がどうなるかとか、それから、東小金井の駅前、北

口開発、あちらが、これからまちづくりの構想に出ていますので、そう

いうところで、何か情報が得られないかなとか、希望が言えないかなと

か、いろいろなことで、それこそ自分のネットワークのアンテナを張り

めぐらせながら、社会教育委員の会議は、それぞれが動いているという

ことであります。 

佐々木委員長  「小金井市地域教育会議」の１３ページに、イメージ図があるんです 

(公運審委員) が、今、生涯学習関係の連携を三者でやっているわけですけれども、そ

れよりも、もっと大きな学校教育も入れて、それから、社会教育も、市

民団体も入れてという、そういう大きな地域全体の教育をみんなで考え

るようなシステムを構想されているので、ある意味、生涯学習推進支援

センターよりももっと大きな構想も前にあって、あらゆるもの、地域を

丸ごと考えていこうというふうな構想もあって、その一つ下の次元で生

涯学習支援センターというものが考えられると。さらにもっとベースの

時点で、今、我々がどうやって連携しようかという議論をしているとい

うところに、今、我々はいるのかなという認識でよろしいのですかね。 

本 川 議 長  はい、おっしゃるとおりだと思います。どういうことで連携ができる 

（社教委員） か。そして、その先に、どういうことができるのかということを、合意

に達するというんですか、そんなふうなことがテーマに考えていただけ

ると少し。それぞれの公民館なら公民館、図書館なら図書館のなさらな

ければいけないことがあるんですが、その中に、少し、そういうものを

入れていっていただけるとありがたいかなと今感じますけど。 

神 島 委 員  そういうものというのは、地域全体の市民の考え方とか、具体的に、 

（公運審委員）こういうものというところに、一つ線を引いていただけると、目的がは

っきりするのですが。先生がおっしゃったように、イメージ図にある、

学校とか家庭とか、そういったものも含めると膨大ですよね。 

本 川 議 長  なので、やれるところからということで。 

（社教委員） 

小 島 委 員  よろしいですか。 

（公運審委員） 

佐々木委員長  はい、どうぞ。 

（公運審委員） 

小 島 委 員  今、神島委員のほんとうにおっしゃるとおりで、うなずいていたんで 

（公運審委員）すけれども、今日配られた資料に、「公民館利用団体の皆さん、市民活動

団体等リスト作成にご協力を」って、これがあるんです。難しく考えた

り、膨大に考えたりする前に、例えば公民館とか社会教育の関連団体と

か、図書館協議会さんだと、関連団体少ないかと思うんですけれども、

そういうものの絞り込みというか、リストアップの方法という言い方も

できると思うんですけれども、絞り込んで、できるところから、どの程

度の情報を公開するのか、そして、リストアップを集めるのかというの

を絞り込んで、ほんとうに最初の一歩はそこで、それができたら、今度

は、じゃ、どうやって公開するのか。予算がつけば、紙媒体ってすごく

無視できないので、紙媒体を、商店街とか医師会にお願いして、病院の
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待合室に置いてもらうとか、そういう考えたいのもあるし、また、ホー

ムページの構築というようなところまでも進んでいけるし、何か今、神

島さんがおっしゃっていたように、膨大になる前に、そういうできると

ころから絞り込んで一歩を進めたほうが、何かいいように私は思うんで

すけれども、いかがでしょうか。 

山 田 委 員  質問というか、意見というか、疑問というか、よくわからないんです 

（公運審委員）けれども、今さっき言われた「市民活動団体等リスト作成のご協力を」

というのがあって、これが何か小金井市役所コミュニティ文化課が中心

でやっているみたいに書いてあるんですね。そのほかには、小金井市の

第４次基本計画の中を見ると、地域情報ネットワークの推進というのが

いろいろなところに出てくるんです。例えば絆を結ぶまちづくりプロジ

ェクトの中にも出てきますし、まちのにぎわいプロジェクトというとこ

ろにも、同じようなことが出てきますし、だから、小金井市の中で、い

ろいろなところ（部署）が、ほぼ同じようなことをやっているんですね。

我々も何かやっていて、そこら辺が、何をどこでまとめることが必要か

なと。 

 だから、ここでもやっている、ここでもやっている、あそこでもやっ

ているというような感じになっているので、それをどうするのかなとい

うのが、ちょっと微妙なところです。三者合同会議の立場というのは何

なのかなという。 

倉 持 委 員  この資料は、どういう趣旨で配付されたのですか。 

（社教委員） 

佐々木委員長  それは多分、この後の、それを例として使おうと思って、まさに今、 

（公運審委員）ご発言の趣旨で配った、例えばこういったものをみんなで汎用化、共通

化しようかとかいう話で例として挙げる予定だったかと思います。 

渡辺事業係長  どうしますか。今ご説明いたしますか。 

（公民館) 

佐々木委員長  倉持先生のご質問は、多分皆さん聞きたいことだと思うので、後ほど 

（公運審委員）説明されるかと思いますので、すいません。ほかにないでしょうか。 

山 田 委 員  よろしいでしょうか。ちょっと参考までに。今日、私、あることで、 

（公運審委員） ある団体のホームページを検索したんですけれども、そこが何かそう

いう情報ページをつくっていて、だから、こういう関係の団体、こうい

う関係の団体、私、自然保護団体をやっているので、自然関係の団体と 

か、何かいろいろな団体に分類して出ていました。だけども、全然情報 

が古くて、更新がされているのかなという気はしましたけれども、何か 

そういうものも参考になるかなと思うんです。参考までに。 

神 島 委 員  先生、もう一点、よろしいでしょうか。 

（公運審委員） 

佐々木委員長        はい。 

（公運審委員） 

神 島 委 員  大体私どもの機関は教育委員会に属していますので、共通して言える 

（公運審委員）ことは、学びの場をお互いに持ち合わせているということなんですね、 

図書館にしても公民館にしても教育委員会。したがって、そこら辺をき 

ちっとわきまえて進んでいかないと、町全体をといっても、学習の場か 

ら離れたものに対して、何とかの会議が全部入って網羅したらいいとい 

うのは、私はそれはマイナスだと思うんですね。やっぱり学習の場を通 
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して学べるような者同士が集まって、地域の生涯学習全体を底上げでき 

るようになっていったら理想かなと思っております。 

佐々木委員長        はい。 

（公運審委員） 

倉 持 委 員  私も今おっしゃる意見に賛同なんですけど、今、既に小金井市では、 

（社教委員） 市民活動のほうのセクターで、市民と協働の準備室みたいなのが動いて、

似たようなことを、市民活動とかＮＰＯのほうのセクターでは準備室で

すけれども、やっているということなんです。生涯学習とか学び、学習

が、１つの教育とかを１つのコアにして、核にして。でも、そうかとい

っても、厳密にどことどこで線を引くとやり出すと、事、学習な分、線

引きだけの議論で終わってしまうような部分もあるので、今の活動、皆

さんが持っていらっしゃるネットワークのところから少し試行的に取り

組むという、まさに行動しながら少しやったほうがいいんじゃないかと

いうのが社会教育委員の中での議論だったんです。 

 さっきのインターネットとかネットワークもそうなんですが、他市の

状況なんかを見ても、こういう人材バンクだったり、あるいは団体情報

の登録だったりを予算をかけてネットワークをつくってやるんですけ

ど、やっぱり立ち上げ期だけなんですね。情報を集めてそれを登録する

というのは。情報はどんどん古くなってしまうので、活用されずに、結

局そうすると集めもできなくなってきますし、利用もできなくなってく

るというふうになって、すごく活用の難しさというのはどこでも言われ

てて、そう考えると、今言った情報の収集ということをこれからやるの

と同時に、活用の仕方も同時に少し考えるなり、行動していくなりして

いかないと、やっぱり立ち消えといって、とてもセンターまでは行かな

いというか、どう収集するか。 

 既に小金井にはかなり熱心な活動をやっているところも、歴史の長い、

地域に根差した活動というのはたくさんいろいろな団体さんがやってい

らっしゃいますし、公民館を拠点にした、図書館を拠点にしたという活

動がたくさんあると思うんですけれども、似たような活動をしていても、

なかなかつながらないとか、だんだん人が減ってきてしまうとか、新た

なことをやりたいけどどこに相談していいかわからない、公民館はなか

なか入りづらいみたいな声も聞いたり、いろいろやっぱりあるじゃない

ですか。新しく引っ越してこられた方がどういうところに行って、例え

ば学びたいと思ったときに、自分の得たい情報を得る場なんていうのは、

なかなか、まだ少しハードルがあるんじゃないかみたいなことも社会教

育委員の中では議論をしていて、そういう部分と、既に長年活動されて

こられた方たちの力を生かして、もうちょっとつなげていけないかとい

う部分と、両面が少しあるということを話していて。どう集約するかと

いう議論と同時に、どうそれを生かすかとか、そういう人たちにどう手

を貸してもらうかとか、一緒になって議論したり、あるいは少し検討、

グループを分けてなのかもしれないですけれども、動いていけるといい

ねなんていうことを話してはいましたという感じなんですが。 

佐々木委員長        確かに、どう変えるかという議論だけじゃなくて、今、一生懸命やら 

（公運審委員）れて、もう基盤を持っている活動をどういうふうに生かしていくかとい

う視点も同時に考えてもらいたいということですね。 

 



 11  

 

⑶ モデル提案 

佐々木委員長        それでは、時間が迫ってきて、藤井委員に、例えばこんなことも考え

られるんじゃないかということでいろいろ考えてきていただいたので。

ちょっと話しづらい雰囲気がありますが。 

藤井副委員長        ただ単に問題を考えてみましょうかと、ごく単純な発言が、こういう

重い議論の後から出すのはちょっと難しいかもしれないんですけれど

も、ちょっと聞いてください。 

 まず、今まで僕ら情報ネットワークをつくる側から考えてきたんです

ね。ところが、ここで情報ネットワークを利用する側の立場、いわゆる

一般市民の方々の目線で考えたらどうなるんだろうかという局面で考え

て、と思うんです。そうすると、どんな内容なら見るだろうか、それか

ら、どんなものがあれば利用するだろうか、この２点か１点になると思

うんです。 

 それで、利用の仕方というのは、やっぱり自宅のパソコンなり携帯電

話から小金井市のホームページを開いて、キーワードをクリックする。

そうすると、クリックしたときに、クリックした人が、思ってるキーワ

ードが出たところの、その画面が、ほんとにどんぴしゃで、ピンポイン

トでぽんと合えば、つくった側も見た側もハッピーになるわけですね。

これをどうするかというところに非常に難しいキーワードのつくり方が

あると思うんです。 

 具体的に、僕らの生活の中で考えてみた場合に、まず１個としては、

これは全く例ですからね。こんなものをつくりたいというわけじゃない

ですよ。市内のあちこちの道端に、市民掲示板ってありますね。あそこ

には合唱団員の募集だとか、少年野球の部員募集だとか、それから各種

団体の講演会だとか、フリーマーケットの開催だとか、こういうものが、

別に統一性なく並んであるわけです。基本的には、あそこへ、張る前に

どこかの部署に集まっているわけですから、これを全部、市民掲示板と

いうタイトルの中に書き込むと。 

 それで、こういうものは必ず何月何日までにと書いてあるので、これ

は情報の更新は楽だと思うんです。記録上で何月何日に消えなさいとい

うふうにやっておけば、全部ぱっと消えてしまうんですから、こういう

やり方も１個あるでしょう。 

 ここから出てくる問題として、フリーマーケットということだけで検

索すれば、町内会のフリーマーケット、小金井公園のフリーマーケット、

それから各大学のフリーマーケット、こういうのも出てくるようには定

められます。だから、１個つくればいろんな発想が出てくると思うんで

す。こういうものを突き詰めていくのが１個のやり方かなと思います。 

 例えば、もっと言えば、少年野球というところをクリックやれば、何

月何日、三小メッツが勝ちましたと、こういう情報を出してやるだけで

も、子供たちは非常に喜ぶと思うんです。この辺、子供にしても、両親

にやっても、そういう目で情報ネットワークを見てくれれば、１％でも

２％でも僕らは勝ったかなと思うんですけどね。 

 それともう一個は子ども家庭支援、こういうものをクリックした場合

に、現在、市役所でやっている子育て相談だとか、専門相談、子育て講

座自主グループ、子どもショートステイ、こういうものが出てきて、そ

れぞれにどこが担当していますよとか、簡単な説明があって、最終的に
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はどこへ申し込みなさいというものをつくれば、さっきおっしゃった、

これはどこへ聞いたらいいんだろうかという問題が１個解決かなと思い

ます。 

 それと、これは公民館の立場でいえば、公民館というところをクリッ

クやれば、現在、５館ある公民館の講座の内容がばらばらっと出てくる。

これも現在募集中ならここからも応募できるというものを考えていけ

ば、有効期限だけを入れれば、その時になれば情報が消えていくから、

それで現在の生の情報が出てくるんじゃないかと。 

 それから、ほかに二、三考えたのは、人材センターというところをク

リックした場合、例えばグループや町内会で勉強会をしたいと。こうい

うジャンルの先生を探しているというときには、そういうところをクリ

ックやれば、例えば学校の先生なり退職者でそういうことをやった人な

りが出てきて、こういう方にダイレクトで結んでもらえれば、そういう

講師の派遣というのか、そういう者がオーケーする。例えば、町内会で

高尾山に散策に行く、そういうときにリーダーというのか、インストラ

クターが欲しいというときにも、こういうものを利用すれば、ある程度

実生活に役に立つのではないか。 

 それから、図書館の場合でも、僕もはっきり、実は詳しくわからない

けれども、今月の新刊はこれだよとか、それから、子供に読み聞かせ会

がいついつありますよとか、現在のベストセラー、本館のベストセラー

はこれ、緑分館はこれというものを考えれば、ある意味、またこれも市

民の目線から見れば、おもしろい情報になるんじゃないか。 

 ただ、こういうのは難しいのは、要はさっきおっしゃったけれども、

どこのだれがこういう情報を最終的に編集するか。データを集めるのは

いろいろなのができると思うんです。だけど、集まったデータを週刊誌

の編集長のようにぴしっぴしっぴしっと割っていく、そういう感覚とい

うのか、センスというのか、こういう方がＮＰＯの中におればうまくい

くような気がするんですけれども、僕のあまりこういう関係のＮＰＯを

知らないけれども、編集長のような、デスク的な人材をどうするか。そ

ういう意味では、人材センターのところでクリックしたら、編集長とい

うものが出てくれば一番いいかもしれませんけどね。この辺のことが、

やるやらんかは別にして、市民生活の中でのことで考えていけば、こう

いう問題が情報ネットワークの一部門かなと思うんですね。 

 こういう三者以外にもいろいろなグループがあるので、先ほど最後の

問題で出てきたようなところに絶対ぶつかると思うんです。要は、いろ

いろな活動をしていても、そういうところには入らないよというグルー

プもおるでしょう。多分、長年やっている彼らの自信は当然持っていま

すからね。そういう人をどういうふうに僕らが口説くかね。入ってくれ

よと言うのか、入らないなら、あんたいいよと言うのかね、そういう問

題もあるだろうし、それと今後、出るか出んかは別にして、今、三者あ

るわけですよね。一者が、これ、要らんよと、こういう情報はいいじゃ

ないと言ったときに、そういうのをネットワークに載せるかどうか。要

は、三者が全部オーケーしたものしか載せないのか、三者のうちのどこ

かがノーと言ったらどうするんかというケースも、ある程度のことは考

えておかないと。その場になってから、いろんな問題が出てくると思う

んですね。 
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 こういう問題で、最終的には皆さん方、年に１０回前後、会合をお持

ちなので、そういう会合の中で、必ず１５分ぐらいで討議して、約１年

ぐらい討議して、どうにかもう少し具体的な情報ネットワークの中身と

いうものをつかんでいって、ある程度、もっともっと具体的なものをつ

くっていって、早い段階で市民に発表する。発表するところは、今だっ

たら市のホームページで見る。 

 要は、家庭の中のパソコンとか、個人が持っている携帯電話に僕らの

情報が飛び込めるということは最大のメリットだと思うんですね。そう

いうものを全面的に利用したほうがいいんじゃないかと。それで、パソ

コンとか携帯電話を持ってない方はどうするのといった場合は、公民館

各館には、ＩＴサポートセンター開設時には、一般市民が使えるパソコ

ンがあるので、ここでパソコンを見てもいいだろうし、そういう方法も

１つあるのではと思います。 

 それで、最終的には、要は情報ネットワーク構築、ないしは実施例と

いうことを我々は教育委員会に提案するというか、提言すべきというと

ころまでが最終目標的なものかなということを、散歩の途中だとか、仕

事の途中でぶらぶら考えて、今日ここでこういうふうに皆さんの前で話

したという次第です。以上です。 

佐々木委員長        ありがとうございました。 

（公運審委員） 

佐 野 委 員  それについて意見。 

（社教委員） 

佐々木委員長        はい。 

(公運審委員) 

佐 野 委 員  今、お話をされたのは技術論だと思うんです。 

（社教委員） 

藤井副委員長        はいはい。 

（公運審委員) 

佐 野 委 員  地域のネットワークというのは、確かにそういうデータを集めて、そ 

（社教委員） れを処理して、だれでも見られるようにするという技術的なものと、そ

れからもう一つ大事なのは、そこに行くと人に会える。要するに、パソ

コンで打ち出して情報を得たけれども、その情報というのは形になって

いないんですね。 

藤井副委員長        情報だけですよね。 

（公運審委員） 

佐 野 委 員  ですから、ほんとうにそれが自分が欲しい形なのかどうかということ 

（社教委員） を、人と話し合いをしながら納得するといいますか、そういう部分も私

は必要じゃないかなと思うんですね。 

藤井副委員長        そうです。そこが最終的には生涯学習支援センターに行き着くわけで 

（公運審委員) しょう。そういうふうに考えるんですよ。 

佐 野 委 員  現実は、財政的なものもありますので、一番発達しているのは、これ 

（社教委員） は私の考えなんですけれども、公民館ではないかなと。だから、公民館

の役割というのは、非常に重要な役割を持っていると思うんです。たく

さんありますよね。 

 ですから、社会教育委員のほうで生涯学習センターというのをイメー

ジしておりますけれども、そこに行き着く間に、まだ時間がちょっとか
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かるんではないかと思うんです。ですから、その間は公民館に、要する

に非常に力になっていただいて、将来的には支援センター、現状では公

民館というものを活用しながら進めていく、そういうふうにやっていた

だければ、実質的なそういうネットワークといいますか、そういうもの

プラス人に会える。 

神 島 委 員  いわゆる、よろしいでしょうか。藤井委員の言っているのは、以心伝 

（公運審委員）心の「伝」は電気の「電」になっちゃうんですよ。そして、やっぱりこ

ちらでいうのは心なの。心をもって心を通じさせないと、伝えないと、

やっぱりつながっていかないんですよ。以心伝心という心をもって心を

伝えるように、お互いに気を配って、少しずつ前進していくことでしょ

うか。 

藤井副委員長        まさにそう。公民館の場合って、私自身もはっきりわからないけれど 

（公運審委員）も、そういう機能を持たせるような時間的余裕とか、人材的な余裕とか

があるかどうか、ちょっと僕の頭の中ではクエスチョンマークです。確

かにね、この三者の中でだったら一番近いでしょう。だけど、近いから

といって、仮にやってもらって、じゃあ現状いっぱいいっぱいの業務の

ところにこういう業務いうか、仕事をやってちょうだいというのは、相

当議論をしていかないと難しいような気がしますね。 

佐々木委員長        そろそろ時間がもう来てしまいましたけれども、藤井委員のほうから 

（公運審委員）は１つの考えとして、例えばデータベースだったらこういうのもあるよ

と。例えば、物の掲示板というのもある、掲示板そのものを使ってとい

うこともあると思います。それから、先ほど、ちょっとこれは説明する

暇はないんですが、公民館の利用団体のリストを集めてみんなで使える

ようにしましょうというのもあるし、取り組みの１つの例としてお話し

いただいたので、それぞれ戻って、図書館は図書館で、どうしても図書

館というと図書館だけのことに、我々公民館というと公民館だけのこと

に終始しがちですので、それぞれの現場に戻って、もうちょっと広い視

野でつながることの意味とか、今までいろいろな構想があったわけです

が、それを念頭において連携いただければと思っております。 

 まだまだお話ししたいことはたくさんあると思いますけれども、どう

してもお話しになりたいということがあれば。 

小 島 委 員        １つよろしいですか。 

（公運審委員） 

佐々木委員長        それでは、小島委員、どうぞ。 

（公運審委員） 

小 島 委 員        すごく簡単なことなんですけれども、藤井委員のおっしゃったことを 

（公運審委員）否定する意味では全くなくて、ただお話が、どうしても電子媒体を入り

口にするという形でお話をされたんです。でも、私、小金井の人口構成

を考えても、町を歩いていても、お年寄りをわけながら歩いていますか

らね。 

 それで、私、結構おじいちゃん、おばあちゃんの友達が多くて、商店

街で立ち話をしたり、東センターの木曜会の情報はおそば屋のおかみさ

んからもらっているし、それからお惣菜屋さんのところにはいっぱいお

ばあちゃんたちが集まっているし、靴屋さんのおかみさんの人柄でそこ

がたまり場になっているとか、商店街ですごく実際のコミュニケーショ

ンをとっていて、電子媒体を入り口にするだけでは済まないコミュニテ
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ィーづくりというものを日々感じているので、それぞれの会に戻って考

えるときに、電子媒体以外のところをぜひどこかで考えていただきたい

なというのが言いたいことでございます。 

 以上です。 

佐々木委員長        それでは、本川さん。 

（公運審委員） 

本 川 議 長        社会教育委員の会議のまとめについて、いろいろなご意見あるかと思 

（社教委員） いますので、今後何かありましたら、ぜひ忌憚のないご意見を伺いたい

と思います。 

 そして、先ほどちょっと申し上げましたけれども、今、２段目ぐらい

のところだと思うんですね。その上のところで、三者で何かをやってい

くような気持ちがありますかということを投げかけさせておいていただ

こうかと思います。それを持ち帰られてそれぞれの審議会なり委員会な

り協議会なりでお考えいただけるとありがたいと思っております。 

 具体的には何ということではないけれど、三者で、会議の再開はちょ

っと置いておいて、何かで生涯学習、社会教育ということを念頭に置い

た何かを考えることは考えられますかという、はい。ちょっと回りくど

い言い方でございますけれども、お考えいただけませんでしょうか。お

願いですね。今日はありがとうございました。 

佐々木委員長        よろしいでしょうか。 

（公運審委員） 時間が参りましたので、今日は特に公運審と図書館協議会のほうは初

めて委員になられた方が多くて、聞き役に回ってしまったという方も、

もっとしゃべりたかったのにということもあるかもしれませんけれど

も、今日は１つ、今までの連携ですね。何で連携が必要なのかというこ

との今までの経緯をご理解いただいたものと思っております。それぞれ

の組織に戻って活動する際に、今日の議論を踏まえて、ぜひ前向きな視

点で取り組んでいただければと思っております。 

 ちょっとまとめになりませんけれども、一応、公的な会議については

これで終わりにさせていただきたいと思いますが、よろしいですか。我々

は一応３時半という予定で来ておりますので、一たんここで終わらせて

いただきます。あと、事務局のほうから何か連絡とかありませんか。 

山﨑庶務係長  一応今年度は公運審のほうが担当でございまして、来年度につきまし 

（公民館）  ては図書館協議会が今度は担当になります。スケジュール等についてご

予定がもしあるようでしたら、ご説明をいただければと思います。 

田中図書館長  すいません、ちょっと今予定のお話ということですが、来年の開催の

時期はまだ決まっておりませんので、後日ご連絡ということでお願いい

たします。 

佐々木委員長        以上で終わりにしたいと思います。どうもありがとうございました。 

（公運審委員） 

 

 

 

 

 

 

 


